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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　筐体と、
　前記筐体に固定されたキーシートであって、弾性を有するシート状のベースシート、及
び、前記ベースシートに形成された複数のキートップを少なくとも有するキーシートと、
　情報を表示可能な表示部材と、
　前記キーシートに対向して配置されたプリント基板と
を備えた印刷装置であって、
　前記キーシートは、
　前記ベースシートに設けられた突出部であって、
　　前記ベースシートのうち前記表示部材側の周縁から前記表示部材側へ突出し、前記表
示部材のうち前記キーシート側の周縁と接触する第１突出部、及び、
　　前記表示部材を付勢する付勢部を有する突出部
を備えたことを特徴とする印刷装置。
【請求項２】
　前記突出部は、
　前記プリント基板側に突出し、前記プリント基板のうち前記表示部材側の周縁と接触す
る第２突出部を更に有することを特徴とする請求項１に記載の印刷装置。
【請求項３】
　前記第１突出部は
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　前記ベースシートから前記表示部材側に向けて延びる第１延設部と、
　前記第１延設部のうち前記表示部材側の端部から、前記第１延設部の延びる方向と異な
る方向に延び、前記表示部材のうち前記キーシート側の周縁と接触する第２延設部と、
を備え、
　前記付勢部は、
　　前記第１延設部と前記第２延設部とが接続する曲折部に対応し、
　　前記曲折部に作用する復元力によって前記表示部材を付勢することを特徴とする請求
項１又は２に記載の印刷装置。
【請求項４】
　前記筐体は、
　内面から内側に突出し、前記表示部材の周縁のうち、前記キーシート側の少なくとも一
部分である第１部分を除いた第２部分を、前記表示部材の外側から覆う覆部を有し、
　前記第１突出部は、前記表示部材の周縁のうち前記第１部分に接触することを特徴とす
る請求項１から３の何れかに記載の印刷装置。
【請求項５】
　前記プリント基板と前記表示部材とを繋ぐケーブルを更に備え、
　前記表示部材の表示面と直交する方向から見た場合において、
　前記ケーブルは、前記覆部と重複せず、
　前記第１突出部は、前記ケーブルの一方側に配置される一方側第１突出部、及び、前記
ケーブルの他方側に配置される他方側第１突出部を備えたことを特徴とする請求項４に記
載の印刷装置。
【請求項６】
　前記一方側第１突出部及び前記他方側第１突出部のそれぞれの一部は、前記表示面と直
交する方向から見たときに前記覆部と重複することを特徴とする請求項５に記載の印刷装
置。
【請求項７】
　前記プリント基板と前記表示部材とを繋ぐケーブルを更に備え、
　前記キーシートは、前記プリント基板の前記表示部材側の周縁と前記ケーブルとの間に
配置されたガード部を更に備えたことを特徴とする請求項１から４の何れかに記載の印刷
装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、情報を表示可能な表示部材を備えた印刷装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶ディスプレイ等の表示部材を備えた印刷装置が知られている。表示部材を、印刷装
置の本体に対してガタツキなく適切に取り付けるための技術が提案されている。特許文献
１は、液晶表示板支持プレートに液晶表示板を取り付けるための技術を開示する。特許文
献１において、弾性部材は、液晶表示板支持プレートにビスで固定される。弾性部材は、
液晶表示板の他隅部を構成する２つの側面に力を付与する。これによって、液晶表示板の
一隅部を構成する２つの側面は、液晶表示板支持プレートから突出する位置決め部材に押
し付けられる。これによって、液晶表示板支持プレートに液晶表示板が取り付けられる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平５－３３４８６４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
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　特許文献１に記載された技術では、弾性部材を液晶表示板支持プレートに固定するため
の十分な空きスペースが、液晶表示板の周囲に必要となる。このため、例えば印刷装置に
おいて、表示部材の周囲に十分な空きスペースがない場合、表示部材の周囲に弾性部材を
固定できないので、特許文献１に記載された技術を適用できない。このように、表示部材
の周囲に十分な空きスペースがない場合、印刷装置の本体に対して表示部材をガタツキな
く取り付けることが難しいという問題点がある。
【０００５】
　本発明の目的は、表示部材の周囲に十分な空きスペースがない場合でも、本体に対して
表示部材をガタツキなく適切に取り付けることができる印刷装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係る印刷装置は、筐体と、前記筐体に固定されたキーシートであって、弾性を
有するシート状のベースシート、及び、前記ベースシートに形成された複数のキートップ
を少なくとも有するキーシートと、情報を表示可能な表示部材と、前記キーシートに対向
して配置されたプリント基板とを備えた印刷装置であって、前記キーシートは、前記ベー
スシートに設けられた突出部であって、前記ベースシートのうち前記表示部材側の周縁か
ら前記表示部材側へ突出し、前記表示部材のうち前記キーシート側の周縁と接触する第１
突出部、及び、前記表示部材を付勢する付勢部を有する突出部を備えている。
【０００７】
　本発明の印刷装置において、突出部の付勢部は、表示部材に付勢力を付加できる。ここ
で、突出部はキーシートに設けられるので、表示部材を付勢するための部材を、表示部材
の周囲に新たに設ける必要がない。このため、印刷装置は、表示部材の周囲に十分な空き
スペースがない場合でも、表示部材を筐体にガタツキなく適切に取り付けることができる
。
【０００８】
　本発明において、前記突出部は、前記プリント基板側に突出し、前記プリント基板のう
ち前記表示部材側の周縁と接触する第２突出部を更に有してもよい。この場合、キーシー
トと表示部材との間の距離が離隔する向きにキーシートが移動することを、プリント基板
によって規制できる。従って、付勢部は、表示部材に付勢力を効果的に付加できる。又、
第２突出部によって突出部の強度を上げることができる。従って、印刷装置は、表示部材
を筐体に更に適切に取り付けることができる。
【０００９】
　本発明において、前記第１突出部は、前記ベースシートから前記表示部材側に向けて延
びる第１延設部と、前記第１延設部のうち前記表示部材側の端部から、前記第１延設部の
延びる方向と異なる方向に延び、前記表示部材のうち前記キーシート側の周縁と接触する
第２延設部と、を備え、前記付勢部は、前記第１延設部と前記第２延設部とが接続する曲
折部に対応し、前記曲折部に作用する復元力によって前記表示部材を付勢してもよい。こ
の場合、表示部材とキーシートの位置関係が組み付け誤差によって変化しても、付勢部は
、表示部材に付勢力を適切に付加できる。このため、印刷装置は、表示部材とキーシート
の位置関係に依らず、表示部材を筐体に適切に取り付けることができる。
【００１０】
　本発明において、前記筐体は、内面から内側に突出し、前記表示部材の周縁のうち、前
記キーシート側の少なくとも一部分である第１部分を除いた第２部分を、前記表示部材の
外側から覆う覆部を有し、前記第１突出部は、前記表示部材の周縁のうち前記第１部分に
接触してもよい。この場合、覆部は、埃等の異物が表示部材側に進入することを抑制でき
る。又、突出部は、表示部材の第１部分に第１突出部を接触させ、且つ、付勢部によって
表示部材を付勢することによって、表示部材を覆部に押し付けることができる。このため
、印刷装置は、表示部材への異物の侵入を抑制しつつ、表示部材を筐体に適切に取りつけ
ることができる。
【００１１】
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　本発明において、前記プリント基板と前記表示部材とを繋ぐケーブルを更に備え、前記
表示部材の表示面と直交する方向から見た場合において、前記ケーブルは、前記覆部と重
複せず、前記第１突出部は、前記ケーブルの一方側に配置される一方側第１突出部、及び
、前記ケーブルの他方側に配置される他方側第１突出部を備えてもよい。この場合、表示
部材のうち覆部によって覆われない部分を、ケーブル及び第１突出部によって塞ぐことが
できる。従って、覆部の隙間から表示部材側に異物が進入することを、ケーブル及び第１
突出部によって塞ぐことができる。更に、第１突出部の一方側第１突出部と他方側第１突
出部は、ケーブルを両側から挟む。これによって、ケーブルが覆部に接触することを抑制
できる。
【００１２】
　本発明において、前記一方側第１突出部及び前記他方側第１突出部のそれぞれの一部は
、前記表示面と直交する方向から見たときに前記覆部と重複してもよい。この場合、第１
突出部と覆部との間に隙間が生じることを抑制できるので、印刷装置は、覆部と第１突出
部との間の隙間から異物が進入することを適切に抑制できる。
【００１３】
　本発明において、前記プリント基板と前記表示部材とを繋ぐケーブルを更に備え、前記
キーシートは、前記プリント基板の前記表示部材側の周縁と前記ケーブルとの間に配置さ
れたガード部を更に備えてもよい。この場合、プリント基板の周縁の角部にケーブルが接
触することを抑制できる。従って、印刷装置は、プリント基板によってケーブルが破損す
ることを抑制できる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】テーププリンタ１の斜視図である。
【図２】テーププリンタ１の背面図である。
【図３】前筐体２１を後方から見た平面図である。
【図４】キーシート３、プリント基板４、及び、ＬＣＤ５の斜視図である。
【図５】図３のＡ－Ａ線を矢印方向から見た断面図である。
【図６】キーシート３の正面図である。
【図７】キーシート３の斜視図である。
【図８】キーシート３の突出部６を拡大した斜視図である。
【図９】プリント基板４、及び、キーシート３の突出部６を拡大した斜視図である。
【図１０】図３のＢ－Ｂ線を矢印方向から見た断面図である。
【図１１】変形例において、キーシート３の突出部７を拡大した斜視図である。
【図１２】変形例において、図３のＢ－Ｂ線を矢印方向から見た断面図である。
【図１３】変形例において、突出部６近傍を後方から見た拡大平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明を具体化した一実施形態について、図面を参照して説明する。なお、参照
する図面は、本発明が採用しうる技術的特徴を説明するために用いられるものである。図
示された装置の構成は、その形態のみに限定する趣旨ではなく、単なる説明例である。以
下の説明では、図１の上側、下側、左側、右側を、それぞれ、テーププリンタ１の上側、
下側、左側、右側と定義する。図２の奥側及び手前側を、それぞれ、テーププリンタ１の
前側、後側と定義する。
【００１６】
＜テーププリンタ１の概略構成＞
　テーププリンタ１は、着脱自在なテープカセット（図示略）を装着し、テープカセット
に収容されたテープに文字、数字、図形等のキャラクタを印刷することが可能な印刷装置
である。テープは、例えば、一方の面が加熱によって発色する印刷面であり、他方の面に
接着剤が塗布されて剥離紙が貼り付けられたサーマルタイプの印刷媒体である。
【００１７】
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　図１、図２に示すように、テーププリンタ１は筐体２を備える。筐体２は、平面視、上
下方向が長い略矩形状である。筐体２は、前後方向に厚みを有し、角部が丸みを帯びた箱
状である。筐体２は樹脂製である。筐体２は、前筐体２１、後筐体２２、及び、カバー２
３を備える。前筐体２１は、筐体２の前壁、及び、上壁、下壁、左壁、右壁のそれぞれの
前側部分を含む。後筐体２２は、筐体２の後壁、及び、上壁、下壁、左壁、右壁のそれぞ
れの後側部分を含む。カバー２３は、後筐体２２の後壁に取り外し可能に取り付けられる
。前筐体２１内には、後述するキーシート３、プリント基板４、液晶ディスプレイ（以下
、「ＬＣＤ」という。）５（図３参照）等が組み付けられる。カバー２３には、テーププ
リンタ１に装着されたテープカセットを外部から視認するための透明窓が設けられる。後
筐体２２内には、非図示の印刷機構、切断機構等が組み付けられる。筐体２は、前筐体２
１と、カバー２３が取り付けられた状態の後筐体２２とを前後方向に組み合わせて箱状に
構成される。
【００１８】
　図１に示すように、前筐体２１は、入力部分２１Ａ及び表示部分２１Ｂを有する。入力
部分２１Ａは、前筐体２１の前壁のうち、上下方向の中央よりも上寄りの位置から下端ま
での部分である。入力部分２１Ａには、前後方向に貫通する穴部２５Ａ、２５Ｂ、２５Ｃ
（以下、総称して「穴部２５」という。）が形成される。前筐体２１内に組み付けられる
キーシート３の複数のキートップ３２（図６参照）は、穴部２５に対して前筐体２１の内
側から挿通し、前筐体２１の外側に露出する。テーププリンタ１は、入力部分２１Ａを介
して種々の指示の入力を受け付ける。
【００１９】
　表示部分２１Ｂは、前筐体２１の前壁のうち入力部分２１Ａよりも上側の部分である。
表示部分２１Ｂには、透明又は半透明な樹脂で板状に形成された窓部２７が設けられる。
表示部分２１Ｂのうち窓部２７の後側には、前後方向に貫通する矩形状の穴部２７Ａが形
成される。穴部２７Ａの下側にＬＣＤ５（図３参照）が配置される。ＬＣＤ５の前面５Ａ
（図４参照）に表示される情報は、窓部２７を介して筐体２の外部から視認可能である。
【００２０】
　図２に示すように、筐体２の内部且つカバー２３の透明窓の前側に、非図示のカセット
装着部が設けられる。カセット装着部にはテープカセットが装着される。後筐体２２内に
組み付けられた印刷機構は、非図示のサーマルヘッドを有する。サーマルヘッドは、複数
の発熱素子を有する。テーププリンタ１は、発熱素子への通電を制御し、個々の発熱素子
を個別に発熱させることで、テープカセットから引き出されたテープの印刷面にキャラク
タを印刷する。
【００２１】
　図１、図２に示すように、筐体２は、右側の側壁の上部にカットレバー２４を備える。
カットレバー２４は、左上の部分が後筐体２２に軸支され、右上の部分が、上下左右平面
を円弧に沿って移動する。カットレバー２４は、後筐体２２内に組み付けられた切断機構
に連結する。切断機構は、印刷機構によって印刷されたテープを切断する。図２に示すよ
うに、筐体２は、上壁のうちカットレバー２４の左側に排出溝２６に備える。排出溝２６
は、印刷機構によって印刷されたテープを、筐体２の外部へ排出する。
【００２２】
＜ＬＣＤ５＞
　図３、図４に示すように、ＬＣＤ５は、平面視にて左右方向に長い矩形状である。ＬＣ
Ｄ５の前面５Ａ（図４参照）には液晶表示素子が配置される。ＬＣＤ５の前面５Ａは、表
示面に対応する。ＬＣＤ５は、前面５Ａに情報を表示させることが可能である。前面５Ａ
は、テーププリンタ１の前後方向と直交する。ＬＣＤ５の前面５Ａは、前筐体２１に形成
された穴部２７Ａ（図１参照）に接触する。ＬＣＤ５の上下方向及び左右方向のそれぞれ
の長さは、穴部２７Ａの上下方向及び左右方向のそれぞれの長さよりも大きい。
【００２３】
＜覆部２８＞
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　図３に示すように、前筐体２１の前壁の後面のうち、ＬＣＤ５の周縁の一部に沿って覆
部２８Ａ、２８Ｂ、２８Ｃ、２８Ｄ、２８Ｅ（以下、総称して「覆部２８」という。）が
設けられる。覆部２８は、前筐体２１の前壁の後面から内側（後方）に突出する。覆部２
８は板状である。覆部２８の後端部は、ＬＣＤ５の後面５Ｂよりも後側まで延びる。
【００２４】
　覆部２８Ａは、ＬＣＤ５の上側に配置される。覆部２８Ａは、ＬＣＤ５の上端部と平行
に左右方向に延びる。覆部２８Ａは、ＬＣＤ５の上端部を上側から覆う。覆部２８Ａの下
側に、突出部２８１Ａ、２８２Ａが配置される。突出部２８１Ａ、２８２Ａは、それぞれ
、覆部２８Ａの下面から下方に突出する。突出部２８１Ａは、覆部２８Ａの右端部近傍に
配置され、突出部２８２Ａは、覆部２８Ａの左端部近傍に配置される。
【００２５】
　覆部２８Ｂは、ＬＣＤ５の左側に配置される。覆部２８Ｂは、ＬＣＤ５の左端部と平行
に上下方向に延びる。覆部２８Ｂは、ＬＣＤ５の左端部を左側から覆う。ＬＣＤ５の左端
部、且つ、ＬＣＤ５の後面５Ｂよりも後側に、突出部２８１Ｂ、２８２Ｂが配置される。
突出部２８１Ｂは、覆部２８Ｂの上下方向中央よりも上側から右方に延びる。突出部２８
２Ｂは、覆部２８Ｂの上下方向中央よりも下側から右方に延びる。覆部２８Ｂの右側、且
つ、突出部２８１Ｂ、２８２Ｂのそれぞれの前側に、非図示の突出部が配置される。それ
ぞれの突出部は、覆部２８Ｂの右面から右方に突出する。
【００２６】
　覆部２８Ｅは、ＬＣＤ５の右側に配置される。覆部２８Ｅは、ＬＣＤ５の右端部を右側
から覆う。覆部２８Ｅの一部は、右側に凹む。覆部２８Ｅに付勢部２９が設けられる。付
勢部２９は、第１部分２９Ａ及び第２部分２９Ｂを有する。第１部分２９Ａは、覆部２８
Ｅのうち右側に凹んだ部分の上側から、下方に延びる。第１部分２９Ａは、前筐体２１の
前壁の後面から後方に離隔する。第２部分２９Ｂは、第１部分２９Ａの下端部から左方に
延びる。第２部分２９Ｂの前面の一部は、前方に突出する。第２部分２９Ｂのうち前方に
突出する部分は、ＬＣＤ５の右端部に接触する。付勢部２９は、第１部分２９Ａの弾性力
によってＬＣＤ５を左方に付勢する。ＬＣＤ５の左端部は、覆部２８Ｂの右側且つ突出部
２８１Ｂ、２８２Ｂの前側に設けられた非図示の突出部に、右側から接触する。ＬＣＤ５
は、左右方向両側から挟まれることによって、左右方向の位置が固定される。又、ＬＣＤ
５の右端部は、前筐体２１及び付勢部２９の第２部分２９Ｂによって前後両側から挟まれ
る。ＬＣＤ５の左端部は、前筐体２１及び突出部２８１Ｂ、２８２Ｂによって前後両側か
ら挟まれる。これによって、ＬＣＤ５の前後方向の位置が固定される。
【００２７】
　覆部２８Ｃ、２８Ｄは、ＬＣＤ５の下側に配置される。覆部２８Ｃ、２８Ｄは、ＬＣＤ
５の下端部と平行に左右方向に延びる。覆部２８Ｃは、左右方向中心よりも左側に配置さ
れる。覆部２８Ｃは、ＬＣＤ５の下端部のうち左右方向中心よりも左側の部分の一部を、
下側から覆う。覆部２８Ｃの上側に、突出部２８１Ｃが設けられる。突出部２８１Ｃは、
覆部２８Ｃの上面から上方に突出する。覆部２８Ｄは、左右方向中心よりも右側に配置さ
れる。覆部２８Ｄは、ＬＣＤ５の下端部のうち左右方向中心よりも右側の部分の一部を、
下側から覆う。覆部２８Ｄの上側に、突出部２８１Ｄが設けられる。突出部２８１Ｄは、
覆部２８Ｄの上面から上方に突出する。
【００２８】
　覆部２８Ｃの右端部と覆部２８Ｄの左端部との間に、隙間が形成される。ＬＣＤ５の下
端部のうち、この隙間に対応する部分は、覆部２８Ｃ、２８Ｄによって下側から覆われな
い。以下、ＬＣＤ５の下端部のうち覆部２８Ｃ、２８Ｄによって下側から覆われない部分
を、「第１部分５１」という。ＬＣＤ５の上端部、左端部、右端部、及び、第１部分５１
を除く下端部、言い換えれば、ＬＣＤ５の周縁のうち覆部２８Ａ～２８Ｅによって覆われ
た部分を、「第２部分５２」という。
【００２９】
＜プリント基板４＞
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　図３、図４に示すように、プリント基板４は、ＬＣＤ５の下側に配置される。プリント
基板４は、平面視にて、上下方向に長い矩形状である。プリント基板４の材料は、ガラス
エポキシ、紙フェノール、コンポジットである。プリント基板４の左右方向の長さは、Ｌ
ＣＤ５の左右方向の長さよりも長い。図５に示すように、プリント基板４はＬＣＤ５より
も後側に配置される。より詳細には、プリント基板４の前面４Ａは、ＬＣＤ５の後面５Ｂ
よりも後側に配置される。
【００３０】
　図４に示すように、プリント基板４の上下中心よりも上側、且つ、左端部４２の近傍に
、貫通穴４２１が設けられる。プリント基板４の上下中心よりも上側、且つ、右端部４３
の近傍に、貫通穴４３１が設けられる。図３に示すように、貫通穴４２１、４３１には、
ねじ４５Ａ、４５Ｂが後側から挿通する。ねじ４５Ａ、４５Ｂは、前筐体２１の前壁の後
面に設けられた非図示のねじ穴に螺入する。プリント基板４は、前筐体２１との間にキー
シート３（後述）を挟んだ状態で、ねじ４５Ａ、４５Ｂによって前筐体２１に固定される
。
【００３１】
　図３、図４に示すように、プリント基板４の上端部４１の左右方向中心に、下方に凹ん
だ凹部４１Ａが設けられる。プリント基板４の左端部４２に、右方に凹んだ凹部４２Ａ、
４２Ｂ、４２Ｃが設けられる。凹部４２Ａ、４２Ｂ、４２Ｃは、左端部４２の上端部近傍
、上下方向略中心、及び、下端部近傍の各部分に設けられる。プリント基板４の右端部４
３に、左方に凹んだ凹部４３Ａ、４３Ｂ、４３Ｃが設けられる。凹部４３Ａ、４３Ｂ、４
３Ｃは、右端部４３の上端部近傍、上下方向略中心、及び、下端部近傍の各部分に設けら
れる。
【００３２】
　プリント基板４の前面４Ａ（図４参照）に、非図示の複数の検出部が設けられる。検出
部は、後述するキーシート３の押し子３２１（図７参照）が接触した状態か否かに応じて
導通／非導通が切り替わる端子である。プリント基板４の後面４Ｂに、非図示のＣＰＵ等
が実装される。ＣＰＵは、検出部の電気状態を検出する制御、及び、ＬＣＤ５に情報を表
示させる表示制御を司る。
【００３３】
　フレキシブルプリント基板（以下、「ＦＰＣ」という。）９６は、ＬＣＤ５とプリント
基板４とを繋ぐ。ＦＰＣ９６は、プリント基板４に実装されたＣＰＵから出力される電気
信号を、ＬＣＤ５に伝達させる。ＦＰＣ９６の被覆の材料は、ポリイミドである。
【００３４】
　ＦＰＣ９６の下端は、プリント基板４の後面４Ｂの上下方向中心よりも上側、且つ、左
右方向中心に配置される。ＦＰＣ９６の下端は、コネクタ４６によってプリント基板４の
後面４Ｂに接続される。なお、図４においてコネクタ４６は省略されている。図５に示す
ように、ＦＰＣ９６の上端は、ＬＣＤ５の前面５Ａのうち下端部近傍に接続される。ＦＰ
Ｃ９６は、コネクタ４６から上方に向けて、プリント基板４の後面４Ｂに沿って延び、プ
リント基板４の上端部４１の凹部４１Ａ（図４参照）よりも上側で、前側に曲折する。Ｆ
ＰＣ９６は、プリント基板４の凹部４１Ａの上側を、後側から前側に通過する。ＦＰＣ９
６は、プリント基板４の前面４Ａよりも前側で、上側に曲折する。ＦＰＣ９６は、上方に
向けて延び、ＬＣＤ５の前面５Ａに接続する。
【００３５】
＜キーシート３＞
　キーシート３は、弾性を有するゴム製の部材である。図４に示すように、キーシート３
は、プリント基板４の前側に配置される。図６、図７に示すように、キーシート３は、ベ
ースシート３１、複数のキートップ３２Ａ、３２Ｂ、３２Ｃ（以下、総称して「複数のキ
ートップ３２」という。）、複数の押し子３２１（図７参照）、及び、突出部６１、６６
（以下、総称して「突出部６」という。）を有する。
【００３６】
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　図６に示すように、ベースシート３１の形状は、平面視にて略矩形のシート状である。
ベースシート３１の後面３Ｂ（図７参照）は、プリント基板４の前面４Ａ（図４参照）に
対向する。ベースシート３１の上下方向中心よりも上側、且つ、左端部３１Ｂの近傍に、
貫通穴３１１Ｂが設けられる。ベースシート３１の上下方向中心よりも上側、且つ、右端
部３１Ｃの近傍に、貫通穴３１１Ｃが設けられる。プリント基板４を前筐体２１に固定す
るねじ４５Ａ、４５Ｂ（図３参照）は、貫通穴３１１Ｂ、３１１Ｃに挿通する。キーシー
ト３は、プリント基板４と前筐体２１との間に挟まれた状態で、筐体２に固定される。
【００３７】
　図７に示すように、ベースシート３１は、後面３Ｂから後方に向けて突出する突起部３
１２Ａ、３１２Ｂ、３１２Ｃ、３１３Ａ、３１３Ｂ、３１３Ｃを有する。突起部３１２Ａ
、３１２Ｂ、３１２Ｃは、左端部３１Ｂの上端部近傍、上下方向略中心、及び、下端部近
傍の各部分に設けられる。突起部３１３Ａ、３１３Ｂ、３１３Ｃは、右端部３１Ｃの上端
部近傍、上下方向略中心、及び、下端部近傍の各部分に設けられる。図４に示すように、
突起部３１２Ａ～３１２Ｃは、それぞれ、プリント基板４の凹部４２Ａ～４２Ｃに嵌る。
突起部３１３Ａ～３１３Ｃは、それぞれ、プリント基板４の凹部４３Ａ～４３Ｃに嵌る。
これによって、プリント基板４に対してキーシート３が位置決めされる。
【００３８】
　図６に示すように、複数のキートップ３２は、それぞれ、ベースシート３１から前方に
凸状に形成された部位である。複数のキートップ３２Ａは、ベースシート３１の上端部３
１Ａの下側近傍に形成される。複数のキートップ３２Ａは、左右方向に並んだ４つの凸状
部位（第１列）、及び、第１列の下側に配置され、左右方向に並んだ５つの凸状部位（第
２列）を含む。複数のキートップ３２Ａは、電源ボタン、カーソルボタン、印刷ボタン等
に対応する。複数のキートップ３２Ｂは、ベースシート３１のうち複数のキートップ３２
Ａの下側に形成される。複数のキートップ３２Ｂは、左右方向に１列に並んだ５つの凸状
部位を含む。複数のキートップ３２Ｂは、メニューボタン、モード切り替えボタ等に対応
する。複数のキートップ３２Ｃは、ベースシート３１のうち複数のキートップ３２Ｂの下
側に形成される。複数のキートップ３２Ｃは、マトリックス状に配列された複数の凸状部
位を含む。複数のキートップ３２Ｃは、文字ボタン、数字ボタン等に対応する。図１に示
すように、複数のキートップ３２Ａ、３２Ｂ、３２Ｃは、それぞれ、筐体２の前筐体２１
に形成された穴部２５Ａ、２５Ｂ、２５Ｃ（図１参照）に対して後側から挿通する。
【００３９】
　図７に示すように、各キートップ３２の内側に押し子３２１が配置される。各押し子３
２１は、各キートップ３２の後面から後方に突出する。各押し子３２１の後端部の断面形
状は円形である。各押し子３２１の後端部は、対応するキートップ３２が押下されない状
態で、ベースシート３１の後面３Ｂよりも前方に配置される。各押し子３２１の後端部は
、対応するキートップ３２が前側から押下されたときに、ベースシート３１の後面３Ｂよ
りも後方に突出し、プリント基板４（図４参照）の検出部に接触する。プリント基板４の
ＣＰＵは、各押し子３２１が検出部に接触したときの電気状態の変化に基づいて、対応す
るキートップ３２が押下されたことを検出する。
【００４０】
　図６、図７に示すように、突出部６１、６６は、ベースシート３１の上端部３１Ａに設
けられる。突出部６１、６６の形状は左右対称である。突出部６１は、ベースシート３１
の左右方向中心よりも左側に設けられる。突出部６６は、ベースシート３１の左右方向中
心よりも右側に設けられる。突出部６１、６６は、曲折した略角柱状である。
【００４１】
　図８に示すように、突出部６１は、第１突出部６２及び第２突出部６３を有する。第１
突出部６２は、ベースシート３１の上端部３１Ａから上方に突出する部分のうち、ベース
シート３１の後面３Ｂよりも前側の部分を示す。第１突出部６２は、第１延設部６２Ａ、
第２延設部６２Ｂ、及び、曲折部６２Ｃを有する。第１延設部６２Ａは、ベースシート３
１の上端部３１Ａから上方に向けて延びる。第２延設部６２Ｂは、第１延設部６２Ａの上
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端部から前方に向けて延びる。第２延設部６２Ｂの後端部は、ベースシート３１の前面３
Ａよりも後方に突出する。曲折部６２Ｃは、第１延設部６２Ａと第２延設部６２Ｂとの接
続部分である。曲折部６２Ｃにおける第１延設部６２Ａと第２延設部６２Ｂとのなす角度
は、外力が作用していない状態で略９０度である。第１延設部６２Ａの前端部のうち第２
延設部６２Ｂとの接続部分に、後方に凹んだ凹部６２１が設けられる。
【００４２】
　第２突出部６３は、ベースシート３１の後面３Ｂよりも後方に突出する部分を示す。第
２突出部６３は、ベースシート３１の後面３Ｂに設けられる部位と、第１延設部６２Ａの
後面に設けられる部位とを含む。キーシート３のベースシート３１の後面３Ｂから第２突
出部６３の後端までの長さ、即ち、第２突出部６３の高さは、プリント基板４（図４参照
）の厚さと略同一である。
【００４３】
　突出部６６は、第１突出部６７及び第２突出部６８を有する。第１突出部６７は、第１
延設部６７Ａ、第２延設部６７Ｂ、及び、曲折部６７Ｃを有する。第１延設部６７Ａに凹
部６７１が設けられる。第１突出部６７、第１延設部６７Ａ、第２延設部６７Ｂ、曲折部
６７Ｃ、凹部６７１、及び、第２突出部６８は、それぞれ、突出部６１の第１突出部６２
、第１延設部６２Ａ、第２延設部６２Ｂ、曲折部６２Ｃ、凹部６２１、及び、第２突出部
６３に対応する。
【００４４】
　図９に示すように、キーシート３、プリント基板４、及び、ＬＣＤ５が前筐体２１（図
３参照）に組み付けられた場合、キーシート３の上端部３１Ａのうち突出部６１、６６で
挟まれた部分（以下、「上端部３１１」（図８参照）という。）と、プリント基板４の上
端部４１の凹部４１Ａとのそれぞれの位置は略一致する。第２突出部６３の下端部、及び
、左端部のうち下端近傍の部分は、プリント基板４の凹部４１Ａの左端近傍の部分に接触
する。第２突出部６８の下端部、及び、右端部のうち下端近傍の部分は、プリント基板４
の凹部４１Ａの右端近傍の部分に接触する。第２突出部６３、６８の後面と、プリント基
板４の後面４Ｂとは、同一平面上に配置される。
【００４５】
　第２延設部６２Ｂ、６７Ｂの上端部の前端近傍に、ＬＣＤ５の下端部の第１部分５１が
接触する。ＬＣＤ５からの外力によって、第１突出部６２は、第１延設部６２Ａと第２延
設部６２Ｂとのなす角度の鋭角が小さくなる向きに変形し、第１突出部６７は、第１延設
部６７Ａと第２延設部６７Ｂとのなす角度の鋭角が小さくなる向きに変形する。第１延設
部６２Ａと第２延設部６２Ｂとの間のなす角度、及び、第１延設部６７Ａと第２延設部６
７Ｂとの間のなす角度は、略９０度よりも僅かに小さくなる。曲折部６２Ｃ、６７Ｃのそ
れぞれに、弾性変形に応じた復元力が作用する。この復元力によって、第２延設部６２Ｂ
、６７ＢはＬＣＤ５を上方に付勢する。ＬＣＤ５の上端部は、覆部２８Ａ（図３参照）の
突出部２８１Ａ、２８２Ａ（図３参照）に下方から押し当てられる。図３に示すように、
ＬＣＤ５は、突出部２８１Ａ、２８２Ａと突出部６とによって、上下両側から挟まれる。
これによって、ＬＣＤ５の上下方向の位置は固定される。
【００４６】
　第２突出部６３、６８にプリント基板４の凹部４１Ａが接触する。第２突出部６３、６
８の下方への移動は、プリント基板４によって制限される。このため、ＬＣＤ５が接触す
ることによる下向きの力が第２延設部６２Ｂ、６７Ｂに作用しても、第２延設部６２Ｂ、
６７Ｂの上下方向の位置は変化しない。
【００４７】
　ＦＰＣ９６のうちプリント基板４の後面４Ｂ側からＬＣＤ５の前面５Ａ側に向けて前後
方向に延びる部分は、第１延設部６２Ａ及び第２突出部６３のそれぞれの右面、並びに、
第１延設部６７Ａ及び第２突出部６８のそれぞれの左面によって、左右両側から挟まれる
。図１０に示すように、ＦＰＣ９６の左端部と覆部２８Ｃの右端部との間に、第１延設部
６２Ａ及び第２突出部６３がそれぞれ介在する。第１延設部６２Ａ及び第２突出部６３の
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それぞれの右端部と、ＦＰＣ９６の左端部とが接触する。第１延設部６２Ａの左端部と覆
部２８Ｃの右端部とが接触する。ＦＰＣ９６の右端部と覆部２８Ｄの左端部との間に、第
１延設部６７Ａ及び第２突出部６８がそれぞれ介在する。第１延設部６７Ａ及び第２突出
部６８のそれぞれの左端部と、ＦＰＣ９６の右端部とが接触する。第１延設部６７Ａの右
端部と覆部２８Ｄの左端部とが接触する。図３に示すように、前筐体２１の内部を後側か
ら見た状態で、第１突出部６２と覆部２８Ｃとは重複せず、第１突出部６７と覆部２８Ｄ
とは重複しない。このため、前筐体２１の内部を後側から見た状態で、ＦＰＣ９６と覆部
２８Ｃとは重複せず、且つ、ＦＰＣ９６と覆部２８Ｄとは重複しない。
【００４８】
＜本実施形態の主たる作用、効果＞
　以上のように、テーププリンタ１において、キーシート３の突出部６は、ＬＣＤ５に上
向きの付勢力を付加できる。突出部６はキーシート３に設けられるので、ＬＣＤ５を付勢
するための部材を、ＬＣＤ５の周囲に新たに設ける必要がない。このため、テーププリン
タ１は、ＬＣＤ５の周囲に十分な空きスペースがない場合でも、ＬＣＤ５を筐体２にガタ
ツキなく適切に取り付けることができる。
【００４９】
　突出部６１の第２突出部６３の下端近傍の部分は、プリント基板４の凹部４１Ａの左端
近傍の部分に接触する。突出部６６の第２突出部６８の下端近傍の部分は、プリント基板
４の凹部４１Ａの右端近傍の部分に接触する。この場合、ＬＣＤ５からの外力に応じて第
１突出部６２、６７が下向きに移動することを、プリント基板４に第２突出部６３、６８
を接触させることによって規制できる。従って、第１突出部６２、６７は、ＬＣＤ５に付
勢力を効果的に付加できる。このため、ＬＣＤ５の上端部を覆部２８Ａの突出部２８１Ａ
、２８２Ａに下方から適切に押し当ることができるので、ＬＣＤ５を、突出部２８１Ａ、
２８２Ａと突出部６とによって上下両側から強く挟持できる。従って、テーププリンタ１
は、ＬＣＤ５を筐体２に更に適切に取り付けることができる。
【００５０】
　又、第２突出部６３、６８のそれぞれの一部は、第１突出部６２、６７の第１延設部６
２Ａ、６７Ａの後面に設けられる。つまり、第２突出部６３、６８は、第１延設部６２Ａ
、６７Ａの強度を補強する部材としても機能する。第２突出部６３、６８によって第１延
設部６２Ａ、６７Ａが補強されるので、ＬＣＤ５からの外力に応じて第１延設部６２Ａ、
６７Ａが折れ曲がることが抑制される。更に、第２突出部６３、６８は、プリント基板４
によって下側から保持されるので、第１突出部６２、６７が下方に移動することを直接的
に抑制できる。従って、第１突出部６２、６７は、復元力に応じた付勢力をＬＣＤ５に効
率的に伝達できる。
【００５１】
　第２延設部６２Ｂ、６７Ｂの上端部の前端近傍に、ＬＣＤ５の下端部の第１部分５１が
接触する。第２延設部６２Ｂ、６７Ｂは、第１延設部６２Ａ、６７Ａの上端部から前方に
向けて延びる。このため、ＬＣＤ５とキーシート３の前後方向の位置関係が組み付け誤差
によって変化しても、第２延設部６２Ｂ、６７ＢとＬＣＤ５とを接触させることができる
。このため、突出部６は、ＬＣＤ５とキーシート３との位置関係に依らず、曲折部６２Ｃ
、６７Ｃのそれぞれに作用する復元力によって、第２延設部６２Ｂ、６７ＢによってＬＣ
Ｄ５を上方に付勢できる。
【００５２】
　ＬＣＤ５の周縁のうち第２部分５２は、覆部２８によって外側から覆われる。この場合
、埃等の異物がＬＣＤ５側に進入することを、覆部２８によって抑制できる。又、突出部
６は、ＬＣＤ５のうち覆部２８によって覆われない第１部分５１に、第１突出部６２、６
７を接触させる。従って、テーププリンタ１は、第１部分５１を介してＬＣＤ５側に異物
が侵入することを、突出部６によって抑制できる。
【００５３】
　ＦＰＣ９６の左端部と覆部２８Ｃの右端部との間に、第１延設部６２Ａ及び第２突出部
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６３がそれぞれ介在する。又、ＦＰＣ９６の右端部と覆部２８Ｄの左端部との間に、第１
延設部６７Ａ及び第２突出部６８がそれぞれ介在する。前筐体２１の内部を後側から見た
状態で、ＦＰＣ９６と覆部２８Ｃとは重複せず、且つ、ＦＰＣ９６と覆部２８Ｄとは重複
しない。この場合、ＬＣＤ５のうち覆部２８によって覆われない第１部分５１を、ＦＰＣ
９６及び第１突出部６２、６７によって塞ぐことができる。従って、覆部２８の隙間から
ＬＣＤ５側に異物が進入することを、ＦＰＣ９６及び第１突出部６２、６７によって抑制
できる。更に、ＦＰＣ９６は、第１延設部６２Ａ、６７Ａによって両側から挟まれる。Ｆ
ＰＣ９６と覆部２８Ｃ、２８Ｄとの間に、第１延設部６２Ａ、６７Ａが介在することにな
る。従って、ＦＰＣ９６が覆部２８に接触することを抑制できる。
【００５４】
＜変形例＞
　本発明は上記実施形態に限定されず、種々の変更が可能である。図１１から図１３を参
照し、変形例について説明する。変形例では、キーシート３の形状が上記実施形態と異な
る。他の構成については、上記実施形態と同一であるので、説明を省略する。
【００５５】
　図１１に示すように、変形例において、キーシート３は、突出部７１、７６（以下、総
称して「突出部７」という。）を有する。突出部７１は、第１突出部７２及び第２突出部
７３を有する。第１突出部７２は、第１延設部７２Ａ、第２延設部７２Ｂ、及び、曲折部
７２Ｃを有する。第１延設部７２Ａの前端部に、凹部７２１が設けられる。突出部７６は
、第１突出部７７及び第２突出部７８を有する。第１突出部７７は、第１延設部７７Ａ、
第２延設部７７Ｂ、及び、曲折部７７Ｃを有する。第１延設部７７Ａの前端部に、凹部７
７１が設けられる。
【００５６】
　突出部７、７１、７６は、図８における突出部６、６１、６６に対応する。第１突出部
７２、第１延設部７２Ａ、第２延設部７２Ｂ、曲折部７２Ｃ、凹部７２１、第２突出部７
３は、図８における第１突出部６２、第１延設部６２Ａ、第２延設部６２Ｂ、曲折部６２
Ｃ、凹部６２１、第２突出部６３に対応する。第１突出部７７、第１延設部７７Ａ、第２
延設部７７Ｂ、曲折部７７Ｃ、凹部７７１、第２突出部７８は、図８における第１突出部
６７、第１延設部６７Ａ、第２延設部６７Ｂ、曲折部６７Ｃ、凹部６７１、第２突出部６
８に対応する。突出部７が突出部６と異なる点は、左右方向の長さである。突出部７１の
左右方向の長さは、突出部６１よりも左側に長い。突出部７６の左右方向の長さは、突出
部６１よりも右側に長い。
【００５７】
　更に、変形例では、キーシート３の上端部３１Ａのうち突出部７１、７６で挟まれた部
分（以下、「上端部３１１Ａ」という。）の位置が、上記実施形態における上端部３１１
（図８参照）と異なる。上端部３１１Ａの位置は、上端部３１１よりも上側に配置される
。つまり、上端部３１１Ａは、上端部３１１よりもベースシート３１の外側に突出する。
【００５８】
　キーシート３、プリント基板４、及び、ＬＣＤ５が前筐体２１（図３参照）に組み付け
られた場合、図１２に示すように、ＦＰＣ９６の左端部と覆部２８Ｃの右端部との間に、
第１延設部７２Ａ及び第２突出部７３がそれぞれ介在する。第１延設部７２Ａ及び第２突
出部７３のそれぞれの右端部と、ＦＰＣ９６の左端部とが接触する。覆部２８Ｃの右端部
は、第１延設部７２Ａの凹部７２１（図１１参照）の前側に配置される。ＦＰＣ９６の右
端部と覆部２８Ｄの左端部との間に、第１延設部７７Ａ及び第２突出部７８がそれぞれ介
在する。第１延設部７７Ａ及び第２突出部７８のそれぞれの左端部と、ＦＰＣ９６の右端
部とが接触する。覆部２８Ｄの左端部は、第１延設部７７Ａの凹部７７１（図１１参照）
の前側に配置される。
【００５９】
　図１３に示すように、前筐体２１の内部を後側から見た状態で、突出部７１の第１延設
部７２Ａ及び第２突出部７３のそれぞれの一部、及び、覆部２８Ｃが重複する。又、突出
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部７６の第１延設部７７Ａ及び第２突出部７８のそれぞれの一部、及び、覆部２８Ｄが重
複する。なお、図１３において、ＦＰＣ９６は省略されている。この場合、第１突出部７
２、７７及び第２突出部７３、７８と覆部２８Ｃ、２８Ｄとの間に隙間は生じない。この
ように、変形例によれば、突出部７１、７６と覆部２８Ｃ、２８Ｄとの間に隙間が生じる
ことを抑制できる。このため、テーププリンタ１は、突出部７１、７６と覆部２８との間
の隙間からＬＣＤ５側に異物が進入することを、更に適切に抑制できる。
【００６０】
　又、キーシート３の上端部３１１Ａは、プリント基板４の凹部４１Ａに対して、上側に
突出する。つまり、キーシート３の上端部３１１Ａは、プリント基板４の凹部４１Ａと、
ＦＰＣ９６のうちＬＣＤ５の第１部分５１の下側を前後方向に通過する部分との間に配置
される。この場合、プリント基板４の凹部４１ＡにＦＰＣ９６が接触することを、キーシ
ートの上端部３１１Ａによって抑制できる。従って、テーププリンタ１は、プリント基板
４によってＦＰＣ９６破損することを抑制できる。
【００６１】
　上記の変形例において、キーシート３の上端３１１Ａの近傍部分が後方に曲折してもよ
い。キーシート３の上端３１１Ａの近傍部分によってプリント基板４の凹部４１Ａが上方
及び後方から覆われていてもよい。この場合、プリント基板４の凹部４１ＡにＦＰＣ９６
が接触することを、キーシートの上端部３１１Ａによって更に効果的に抑制できる。
【００６２】
＜その他の変形例＞
　突出部６１は、第１突出部６２及び第２突出部６３を有していた。突出部６６は、第１
突出部６７及び第２突出部６８を有していた。突出部６に第２突出部６３、６８は設けら
れていなくてもよい。この場合、第１突出部６２、６７の後面は、キーシート３のベース
シート３１の後面３Ｂと同一平面に沿って配置されてもよい。
【００６３】
　第１突出部６２は、第１延設部６２Ａ、第２延設部６２Ｂ、及び、曲折部６２Ｃを有し
ていた。第１突出部６７は、第１延設部６７Ａ、第２延設部６７Ｂ、及び、曲折部６７Ｃ
を有していた。ここで、曲折部６２Ｃにおける第１延設部６２Ａと第２延設部６２Ｂとの
なす角度、及び、曲折部６７Ｃにおける第１延設部６７Ａと第２延設部６７Ｂとのなす角
度は略９０度でなくてもよい。例えば、この角度は、略９０度より大きくてもよいし小さ
くてもよい。但し、曲折部６２Ｃ、６７Ｃのそれぞれに作用する復元力によってＬＣＤ５
を適切に付勢するためには、この角度は略９０度以上であることが好ましい。
【００６４】
　第１突出部６２に第２延設部６２Ｂ及び曲折部６２Ｃは設けられていなくてもよく、第
１突出部６７に第２延設部６７Ｂ及び曲折部６７Ｃは設けられていなくてもよい。つまり
、第１突出部６２は第１延設部６２Ａのみによって構成され、第１突出部６７は第１延設
部６７Ａのみによって構成されてもよい。第１延設部６２Ａ、６７Ａの先端部が、ＬＣＤ
５の下端部の第１部分５１に接触してもよい。突出部６１は、第１延設部６２Ａ、６７Ａ
が上下方向に縮むように弾性変形したことに応じた復元力によって、ＬＣＤ５を上方に付
勢してもよい。この場合、第１延設部６２Ａ、６７Ａが付勢部として作用してもよい。又
、第１突出部６２は第１延設部６２Ａのみによって構成され且つ第１突出部６７は第１延
設部６７Ａのみによって構成される場合、第１延設部６２Ａ、６７Ａの前面は、下側から
上側に向けて前方に傾斜してもよい。つまり、第１延設部６２Ａ、６７Ａにおいて、上方
に向かうに従って前後方向の長さ（幅）が大きくなっていてもよい。
【００６５】
　覆部２８Ｃの右端部と覆部２８Ｄの左端部との間に、隙間が形成されていた。これに対
し、覆部２８Ｃの右端部と覆部２８Ｄの左端部とは接続されていてもよい。つまり、ＬＣ
Ｄ５は、覆部２８Ａ～２８Ｅによって四方を覆われていてもよい。この場合、突出部６の
第１延設部６２Ａ、６７Ａは、覆部の後方を通過して下側から上側まで延びていてもよい
。つまり、突出部６は、覆部２８Ｃ、２８Ｄを後方から上下方向に跨いで配置されてもよ
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【００６６】
　突出部６１、６６において、それぞれの第２延設部６２Ｂ、６７Ｂが左右方向に接続さ
れていてもよい。この場合、突出部６１、６６は、前後方向に貫通し且つＦＰＣ９６が通
過する開口を有する１つの突出部６とみなすことができる。又、ＬＣＤ５の後面５ＢにＦ
ＰＣ９６の上端部が接続されてもよい。この場合、突出部６１、６６のそれぞれは左右方
向に接続されていてもよい。つまり、キーシート３は、１つの突出部６のみ有していても
よい。
【００６７】
＜その他＞
　テーププリンタ１は本発明の「印刷装置」の一例である。ＬＣＤ５は本発明の「表示部
材」の一例である。ＦＰＣ９６は本発明の「ケーブル」の一例である。キーシート３の上
端部３１１Ａは本発明の「ガード部」の一例である。
【符号の説明】
【００６８】
１　　　　：テーププリンタ
２　　　　：筐体
３　　　　：キーシート
４　　　　：プリント基板
５　　　　：ＬＣＤ
６　　　　：突出部
２８、２８Ａ、２８Ｂ、２８Ｃ、２８Ｄ、２８Ｅ　　：覆部
３１　　　：ベースシート
３２、３２Ａ、３２Ｂ、３２Ｃ　　：キートップ
５１　　　：第１部分
５２　　　：第２部分
６１、６６　　　：突出部
６２、６７　　　：第１突出部
６２Ａ、６７Ａ　　：第１延設部
６２Ｂ、６７Ｂ　　：第２延設部
６２Ｃ、６７Ｃ　　：曲折部
６３、６８　　　：第２突出部
９６　　　：ＦＰＣ
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【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図１１】 【図１２】
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【図１３】
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